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論  文  名 
メルロ＝ポンティの「教育」の哲学 
―近代教育学を越えていく手掛かりを求めて― 
本論文は、後期メルロ＝ポンティのテキスト『眼と精神』の読解に基づいて、彼の哲学を「未来開
放的脱自性」を基軸とする「教育」の哲学として解釈し、同時にその思想の教育現場における実践可
能性を明らかにしようとした意欲的な試みである。論者はこれによって「近代教育学」の「統制的指
導」に基づく現在の学校教育に一石を投じようとするのである。従来教育学の分野においては、とり
わけメルロ＝ポンティの哲学の身体論の側面が受容されてきたが、論者は「生成するまなざしの歴史
性」という観点を抽出することによって、メルロ＝ポンティの哲学の新たな解釈可能性を開くことに
成功している。全体は以下のように四つの章から構成されている。 
第一章は前期メルロ＝ポンティの『知覚の現象学』における「身体図式」を手掛かりに、人間身体
が世界の根源的「ロゴス」に開かれた「歴史性」をもつことが解明される。メルロ＝ポンティは、人
間身体を、常にすでに現在を超える時間的領域（過去および未来）の他者たちに開かれており、こう
して「世界の土着の意味」構成にかかわる「歴史性」をもつものとして提示した、というのである。
論者はその論拠として「精神盲」のシュナイダーの事例を分析することによって、正常者対異常者と
いう図式的区別以前の「わたしの身体」、「人間の原型的な姿」を探り当て、さらには熊谷晋一郎と綾
屋紗月の「発達障害当事者研究」を詳細に追究し、身体が現在を超える時間に開かれていること、つ
まりは「未来開放的脱自性」に迫る路を明らかにする。 
第二章では、メルロ＝ポンティの「ソルボンヌ講義」の読解を通して、それが「当事者性」という
観点から近代教育学を脱構築する試みであったことが提示される。論者によれば、そこにはおとなと
子供の間に可能な「無限の意味生成」の場としての教育思想を読み取ることができるのであり、この
視点をもってして統制的指導を理念として掲げる近代教育学を克服すべき試みるべきだというので
ある。論者はさらに自らの二つの具体的経験に照らして、「意味生成」の現場を例示する。 
第三章では、メルロ＝ポンティの後期の著作『眼と精神』を取り上げ、画家が描くという作業が「世
界のロゴス」を「見えるもの」にする無限の他者たちへの「開かれた行為」であり、そこに意味の「反
転（転回）可能性」が現出することを明らかにする。論者はこれを「まなざしの歴史性」と呼び、こ
こに教育における「教え―教えられる」関係の転回可能性を読み取ろうとするのである。 
終章において、論者は詩人佐々木幹郞の小学校での授業風景を、目指されるべき教育（「現前を超
えるロゴス」の開かれ）の一事例として活写し、論を閉じる。 
以上の論述は教育の分野におけるメルロ＝ポンティの哲学の可能性を切りひらくものであり、その
成果は斯界の発展に寄与するところ大である。よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与
されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
